
⽇時 2024年2⽉27⽇(火) 16:00 〜17:00
開催方法 Web会議システム（Zoomミーティング）
参加申込 https://forms.office.com/r/GymgDnxWHr
参加申込〆切 2024年2月27日（火）17時

（セミナー終了時まで）

主催：国⽴がん研究センターがん対策研究所 行動科学研究部／支持・サバイバーシップTR研究部

N-EQUITY（健康格差是正のための実装科学ナショナルセンターコンソーシアム*）
＊国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（JH） 横断的研究推進費

「実装科学推進のための基盤構築事業」による活動

共催：RADISH（D&I科学研究会）、J-SUPPORT（⽇本がん⽀持療法研究グループ）

早稲田大学人間科学学術院

問い合わせ： 国立がん研究センター がん対策研究所 ⾏動科学研究部 実装科学研究室 島津・齋藤
メールアドレス: impsci-sem@ml.res.ncc.go.jp

行動科学・実装科学セミナー
令和5年度第9回実装科学セミナー

演者： 岡山大学病院精神科神経科

藤原雅樹先生
演題：精神障害者に対するがん検診勧奨法の

開発と実装

講師プロフィール：

2006年岡山大学医学部卒業、精神科医。精神科病床を有する総合病院で主に勤務し、一般精神科
診療に加えて、重度精神障害者の身体疾患治療やリエゾン医療にも従事。研究テーマは精神障害者
の身体的健康。2018年より現職。

セミナー要旨：
Health equity（健康の公平性）は非常に注目されており、実装科学の重要なテーマです。しかし、一
般集団へのEBIの実装と異なり、「格差」のある集団への実装はさらに困難な特殊なケースと言えま
す。精神障害者はがん検診受診率が低く、その格差是正が課題です。どのようにすれば精神障害者に
もがん検診を受けてもらえるか、勧奨法を開発、効果を検証し、その実装戦略の開発へと、段階的にス
ケールアップして研究を進行中です。健康格差の是正に取り組む実装研究の一例として、ここまでの
一連の研究をご紹介します。
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